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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、スクール･ベースト･カリキュラム開発の方法的枠組みを用いて小学校の
体育カリキュラム開発の方法の理論的及び実践的解明を試みることであった。成果は以下の通りである。1)ドイツのス
ポーツカリキュラム改革で展開されたBewegte schuleの意義と課題を明らかにした。2)学校の体育カリキュラム開発に
おいて教師がカリキュラム開発の主体になることの意義と方法を明らかにした。3)運動文化論を基盤とする体育カリキ
ュラム開発において「3ともモデル」、「運動文化の学習と子どもの人間発達」モデルを構築した。4)教科外体育や地
域を視野に入れた体育カリキュラム開発の意義と方法を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the method of physical education curriculu
m development peculiar to an elementary school by using the method framework of school based curriiculum d
evelopment.
Main discussions of this study are summarized as follows; 1)It is considered the significance and task of 
"Bewegte Schule" which had been developed in sports curriculum reform of Germany since the 90's. 2)It is c
larified the significance and method that teachers become a subject of physical education curriculum devel
opment. 3)I built the "3 tomo-model" and "model of learning movement culture and human development" in mov
ement culture theory based physical education. 4)It is considered the significance and method of physical 
education curriculum development in connection with extra- physical education and life area.

研究分野：
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総合領域

キーワード： スクール・ベースト・カリキュラム開発　体育カリキュラム開発　Bewegte Schule　運動文化論
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１．研究開始当初の背景 

 本研究に着手しようとした背景には以下のよ

うなものがあった。第一に，子どもの身体・運

動に関わる発達の危機という問題である。子

どもの体力や身体能力の低下傾向や，積極的

に運動する子どもとそうでない子どもの二極

化傾向があると指摘されており，とりわけ幼

稚園・小学校期からみられる身体・運動に関

わる“子どもの発達の危機”は緊急に解決し

ていかなければならない，体育科教育学の理

論的・実践的重要課題である。第二に，カリ

キュラム開発をめぐる論議に関わる問題であ

る。今日のカリキュラム開発研究においては，

とりわけ「学校の自主性・自律性」が重要な

テーマとなっているが，学校の教育実践を基

盤とした自主的・自律的なカリキュラム編成

の方法論についてはまだ十分に明らかにされ

ていない状況があるという問題である。OECD

によって提起されたスクール･ベースト･カリ

キュラム開発(School Based Curriculum 

Development，以下SBCD)というカリキュラム

開発のパラダイム転換は，カリキュラム開発

への教師参加を中心に，その開発過程および

構成要素間の相互作用によるダイナミズムを

解明する道を開いた。カリキュラム開発研究

においては SBCD アプローチによる研究が

喫緊の課題である。 

 以上から，とりわけ身体･運動に関わる発達

の危機が顕著に現れる学童期の問題解決の必

要性を鑑み，スクール･ベースト･アプローチ

による「小学校における体育カリキュラム開

発研究」を着想するに至った。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は，小学校の早期から現れる

子どもの身体･運動に関わる発達の危機に対

処すべく，SBCD の方法的枠組みを用いて，

教師たちの相互作用を通して展開される小学

校の体育カリキュラム開発の方法を理論的及

び実践的に解明することである。 
 

３．研究の方法 

 本研究では，研究目的を達成するために，

Ⅰ「カリキュラムの基礎となる状況分析」，Ⅱ

「カリキュラム開発の理論仮説の設計」，Ⅲ

「小学校における SBCD 方法の構築とモデ

ルの創出」という３つの研究課題領域を設定

し，それぞれの領域に対応する研究アプロー

チ・作業課題を相互に関連づけながら研究活

動を組み立てている。 

具体的には，Ⅰの研究課題領域を中心に①

子どもの身体･運動及び体育現場の実態分析

を主として行う。Ⅱの研究課題領域を中心に

主として②ドイツの”Bewegte Schule”につ

いての考察，③低・中・高学年の「授業－単

元―年間計画」の実践分析，④年間計画づく

りからカリキュラム開発につながる理論仮説

の構築に取り組む。さらに，⑤事例分析を通

して「参加型カリキュラム開発サイクル」の

解明，⑥小学校体育固有のスクール･ベースト

カリキュラム開発方法の構築と開発モデルの

創出という作業課題に取り組む。 
 

４．研究成果 

本研究の 3つの研究課題領域と６つの作業

課題はそれぞれ相互に関連し合っており，研

究は①から⑥へと順次には展開できなかった。

また，最終的に小学校体育固有のスクール･

ベーストカリキュラム開発モデルの創出には

至らなかった。この点は今後の課題として残

された。しかしながら，3 年間の研究活動の

成果は，雑誌論文 11 件，図書 3 件の執筆，

学会発表 6 件である（具体的内容は以下の５

に提示）。その中で主な研究成果は，以下のよ

うにまとめられる。 
 

（１）ドイツのスポーツカリキュラム改革の

中で展開された Bewegte Schule(以下，BS)

構想や実践の意義と課題が明らかにされた。 

90 年代以降ドイツのスポーツカリキュラ

ム改革が展開される中で，スポーツ教育学の

重要なテーマとして論議，実践されてきたBS



に着目し，とりわけ NRW 州の BS 構想と実

践について考察した。BS は，子どもの生活

に多くの運動を取り入れるため，学校を運動

空間と捉え，学校生活全体で日常的に運動が

できるようにすることを主要なねらいとして

いる。そして，BS は教科スポーツという教

科の枠内にとどまらず，他教科，休み時間，

学校生活全体に運動を取り入れる学校プログ

ラム開発や学校づくり，さらに地域の活動と

リンクさせて構想しようとしている点にその

特徴がある。その背景には学校スポーツの「正

当化」問題があると考えられる。 

 NRW 州では，「運動を楽しむ学校

(Bewegunsfreudige Schule)」(以下，BfS)が

が BS のコンセプトになっており，BfS を実

践している約 7割の学校がそのコンセプトを

学校プログラムの中に位置づけている。BfS

が学校スポーツカリキュラム開発につながる

積極面は，BfS 開発が学校づくりプログラム

に調和よく統合され，「運動・プレイ・スポ

ーツ」が学校での共同的な関心事となった

こと，学習活動にとっての運動の存在価値

が共感的に評価されたことである。一方，

問題点として①「運動・プレイ・スポーツ」

が学校プログラムに具体的にかつ適切に根付

いていないこと，②BfS を担う人材不足が

BfS 開発を妨げていること，③学校条件の不

十分さが BfS 開発を困難にしていること，④

BfS 開発が学業主要教科の優位性との比較の

中で苦悩していることが明らかにされた。 

（＊上記の主要著書・論文は，〔雑誌論文〕4），8)，

［図書］2)） 

 

（２）小学校の体育カリキュラム開発におい

て教師がカリキュラム開発の主体になること

の意義と方法を明らかにした。 

体育カリキュラム開発の主体は，教師およ

び協働的専門性に支えられた教師集団である。

学校現場で展開される教師たちの自律的な体

育カリキュラム開発によって教師の意識は確

実に変化し，その結果体育実践も変わる。教

師たちの協同的な体育カリキュラム開発は，

子どもと体育という教科に随伴する文化の両

側面から教科内容，授業，教科外活動，教科

のあり方を教師自らが問い直し変革していく

ステップになり，教師の専門的力量形成や同

時に教師の自由と自立を促すようになる。こ

うした作業の積み重ねこそが子どもの学びを

中心に据えた，体育という教科の社会的意義

や可能性を切り拓くものである。 

また，各学校で体育教師がその専門性を活

かして自らの実践を基盤にした自前のカリキ

ュラム開発を行うための方法論的課題は，以

下のようにまとめられた。第一に「子どもの

把握と目指す体育像をつなぐ」ということで

ある。つまり，子どもの生活・発達課題と目

指す体育像(目的)をつなぐ論理を教師たちが

校内の議論の中で自ら作り上げ，いかに体育

カリキュラム開発の中に具体的な「目標－教

科内容－教材－方法」の構造として反映させ

ていくかが鍵となる。第二に，「目標(出口)

像を描くことと『階梯－学年－単元』の接続・

構造化」という課題である。つまり，まず目

指す体育像を教師たちの議論の中で確認し，

次に各階梯の，あるいは各学年の目標（出口）

像を描く。そして各学年のテーマや目標から，

年間計画－単元づくりへとカリキュラムが具

現化されていく手続きを踏むことである。6

年間のロングスパンの中で各学年の年間計画

と単元，単元と授業を位置づける思考を取る

ようになると目標（出口）像や各学年のテー

マに向かって大単元授業でカリキュラムを構

成することができるようになる。小学校の場

合，6 年間を大単元で組むことによって各学

校の体育教師たちが重点教材や重点内容を考

えるようになり，その結果長期的な展望に立

ってゆったりと余裕をもった授業が展開でき，

育ちそびれた子どもの学びを保障することが

可能となる。第三に，教科の学習と教科外活

動（体育行事等）を視野に入れた体育カリキ



ュラムを構想することである。そのことによ

って，学校教育全体の中で体育という教科が

どのような役割を持ち，どのように位置づけ

られるのかという問題意識が教師に喚起され

るようになる。第四に，協働的専門性に支え

られ，教員同士の自由な議論，情報公開，合

意形成，共同決定という原則に貫かれた，カ

リキュラム開発の組織を校内に作ることであ

る。 

（＊上記の主要著書・論文は，〔図書〕1），［雑誌論

文］11)） 

 

（３）運動文化論を基盤とする体育カリキュ

ラム開発において「3 ともモデル」，「運動文

化の学習と子どもの人間発達」のモデルを構

築した。 

 運動文化論を基盤にした体育という教科観

に立脚すれば，子どもたちを，人類が築き

上げてきた運動文化を豊かに創造していく

主人公にするためには，運動文化をまるご

と学び取らせる必要があり，したがって学

校体育では運動文化実践の総合性に応じた

実践課題の設定が必要となる。運動文化が

持つ技術性，組織性，社会性に関わるすべ

ての学習対象の広がりと「できる・わかる・

生きる」という目標の質的発展を包み込ん

だ実践課題として，「ともにうまくなる」―

「ともに楽しみ競い合う」－「ともに意味

を問い直す」という三つの実践課題領域か

ら構成された「3 ともモデル」が構想され

た。第１領域「ともにうまくなる」＝スポ

ーツの技術や戦術を獲得し発展させていく

という課題領域，第２領域「ともに楽しみ

競い合う」＝スポーツをともに楽しみ共有

する人間関係や組織の中で生じる問題を民

主的な手続きや合意形成によって解決して

いく課題領域，第３領域「ともに意味を問

い直す」＝学びの対象であるスポーツという

文化―自己―他者の三つの次元の関係の意味

を学びの主体である子どもたちが反省的交

流を通して問い直すことが課題となる領域

である。体育実践においてこれら３つの課題

領域は，個々バラバラに存在するのではなく，

複合的に統一され不可分な関係にある。体育

授業の中では，各実践課題領域から引き出さ

れた目標や内容がそれぞれの学年の固有性

を持ちながらも相互に絡みつつ，学びは総

合的に展開されることになる。 

 さらに，「3ともモデル」に依拠した体育に

おける運動文化とその学びのモデルは，下図

のように示すことができる。体育実践では，

運動文化の学習の中心である「ともにうまく

なる」「ともに楽しみ競い合う」実践課題追究

が始まり，そこで子どもたちは技術的･組織

的・社会的内容に関わる技能や認識，能力を

獲得していく。この課題追究プロセスの中で

「ともに意味を問い直す」実践課題が自覚さ

れ学びが展開されるとき，運動文化の学習は

自分と他者を見つめ直したり，価値，確信，

習慣，行動様式等の形成を含む人間発達に向

かうことになる。同時に「ともに意味を問い

なす」実践課題の追究は，学びの対象として

の運動文化を創り変える活動としても機能し，

体育カリキュラムはこのような運動文化の学

習と子どもの人間発達を視野に入れて構想し

なければならない。 

（＊上記の主要著書・論文は，［図書］3），［雑誌論

文］1)） 

 



（４）教科外体育や地域を視野に入れた体育

カリキュラム開発の意義を明らかにした。 

教科教育と教科外教育はそれぞれ固有の役

割を持ちつつも，教科教育が陶冶を主としな

がら訓育的機能を果たすように，教科外教育

も訓育と陶冶の両面の機能を果たし，教育課

程として統一的に構造化され，学校教育の機

能を果たす。また，教科外教育は，学校文化

の創造を目指す。学校が地域の核として存在

するならば，学校文化の創造は地域文化の創

造に繋がる。学校文化や地域文化の創造に繋

がる教科外教育の視点もカリキュラム開発に

おいては重要である。 

教科外体育（運動会）は，学校と地域が結

びついた学校文化の継承と創造の場である。

スポーツ分野の自治的行動能力（管理･運営能

力）」こそが運動会で子どもたちに身につけさ

せたい主要な能力であり，この能力形成を中

心に据えながら，自治的・文化的活動として

の運動会の創造過程での学びこそが運動会の

教育的価値であると考えられる。 

さらに，東日本大震災で被災し，地域やコ

ミュニティが崩壊した状況の中で，鳴瀬第 2

中学校の教師たちは学校の運動会を地域の

人々の再開の場とし，運動会を地域の再生に

役立て，そして何よりも生徒の心身を解放し，

仲間との結びつきを深め，子どもたちが地域

の中で生きる希望を見いだす機会にした。地

域に生きる子どもたちの命と生活を守ること

を常に中心に据えて考え，決断し，行動する

教師の思想と集団体制＝同僚性が学校と地域，

教師と子どもと地域住民を結びつけ，真の復

興の力となったと考えられる。運動会はその

重要な役割，教育的意味を教師たちによって

付与されたのである。 

以上のように教科外体育や地域を視野に入

れた体育カリキュラム開発が今日重要な実践

課題となる。 

（＊上記の主要論文は，［雑誌論文］6）,7),9),10)） 
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